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海外情報

１　はじめに

トマトは、β-カロテンをはじめ、ビタ
ミンE、ビタミンCなどが豊富に含まれて
いることから「トマトが赤くなると医者が
青くなる」という言い伝えがあるなど、栄
養豊富な野菜として知られている。
２０１９年の日本のトマトの収穫量は、
７２万６００トンであり、生鮮トマトに関
しては需要のほとんどを国産品で賄ってい
る。一方で、近年、加工・業務用需要の増
加もあり、生鮮トマトの輸入量は、増加傾
向で推移している（図１）。
生鮮トマトの輸入量のうち、オランダか
らの輸入量は２０１２年に輸入が開始され
て以来、増加傾向で推移しており、日本に
とっては、第６位（２０２０年）の輸入先
である。
オランダの国土は４万２０００平方キロ
メートルと九州とほぼ同じ大きさである
が、その約半分は農用地が占めている。ま
た、ライン川下流の低湿地帯に位置し、国
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【要約】

土の４分の１は海面より低いが、ポルダー
と呼ばれる干拓地を造成することにより国
土を広げてきたため、平坦な土地が広がっ
ている。こうした点もオランダの農業の発
展を支えており、限られた土地を生かした
生産性の高い農産物を作ることが重要視さ
れることから、世界有数の施設園芸先進国
となっている。
なお、オランダは、ＥＵ第２位（２０１９

年）の生鮮トマト生産国となっている（表
１）。一方で、国内の供給が需要を上回る
ため、ドイツや英国など大消費国への輸出
が盛んとなっている。
今回は、生鮮トマトの栽培に特化し、施

設園芸により高収量を実現しているオラン
ダのトマトの生産、消費および輸出動向な
どについて報告する。なお、本稿中の為替
レートについては、１ユーロ＝１３５円
（２０２１年５月末ＴＴＳ相場１３５.２４
円）、１ドル＝１１１円（２０２１年５月
末ＴＴＳ相場１１０. ７６円）を使用した。
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図１　日本の生鮮トマトの輸入先別輸入量の推移
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資料：農畜産業振興機構｢ベジ探」、原資料：財務省「貿易統計」
　注：HSコード　０７０２.００－０００　トマト（生鮮のものおよび冷蔵したものに限る）を集計。

表１　�EU（英国を含む）の生鮮トマト�
生産量の推移

（単位：千トン）

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

スペイン 2,321 2,321 2,162 2,060 1,862 

オランダ 890 890 910 910 910 

ポーランド 656 656 740 779 779 

フランス 618 654 594 548 531 

イタリア 600 600 498 503 524 

ギリシャ 578 565 540 532 563 

その他 1,387 1,346 1,422 1,468 1,344 

合計 7,050 7,032 6,866 6,800 6,512 

資料：欧州委員会「Tomatoes statistics」

推移している一方で、単収は２０１６年を
ピークに減少傾向となっている（図２）。
２０１９年の単収は、前年比０. ７％減の
１ヘクタール当たり５０６トンとなったも
のの、生産量は前年並みの９１万トンと
なった。なお、２０１９年の単収は、日本
の単収（１ヘクタール当たり６２トン）の
約８倍となる。
作付面積は１６５０～１８００ヘクター

ルと安定しており、２０１９年は、同
０. ７％増の１８００ヘクタールとなった
（図３）。なお、２０１３年については、前
年にパプリカが不作となり、生産者がトマ
トの栽培に切り替えたため、作付面積は増
加した。
また、ＣＢＳによれば、作付面積の約

５０％は、ヴァイントマトが占めており、
残り半分はチェリートマト（約２７％）、
ラウンドトマト（約２０％）が栽培されて

２　生産動向

（１）生産量、作付面積、農家戸数
オランダ中央統計局（ＣＢＳ）によると、
２０１０～１９年の生産量は、増加傾向で
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いる（表２）。
主な生産州は、南ホラント州および北ブ
ラバント州となり、両州で全体の７５％
の作付面積を占めている（図４、５）。また、
南ホラント州にはロッテルダム港があり、
同港の近くにはグリーンポートと呼ばれる
施設園芸に関連する生産・物流が集中する
地域が存在している。なお、オランダ国内
には、グリーンポートが６カ所あり、施設
園芸に特化した生産企業が行政、研究機関
および大学などと提携し最先端の技術開発
を行うイノベーションのハブとしての役割
を担っている。
生産者戸数は減少傾向にあり、２０１８

年は２４９戸と２０１０年比で約２７％
減少している（表３）。減少の理由としては、
スペインやイタリアなどの安価なトマトに
対する競争力や生産性を高めるとともに、
小売業からの数量や品質面での安定供給の
要求に対応するため、生産者が統合を続け
たことなどが挙げられる。なお、１戸当た
りの作付面積は、２０１０年の４. ９ヘク
タールから２０１８年の７. ２ヘクタール
と増加していることから１戸当たりの規模
は拡大している。
なお、ワーヘニンゲン大学によると、オ

ランダの青果物は生産者組合による生産の
割合が多く、青果物の９５％は生産者組

表２　トマトの種類別の特徴
種類 特徴

ヴァイントマト
つる付き房単位で販売されるトマトの総称。サイズも大中小とさまざまで
種類も豊富。つる付き房単位で販売される場合はチェリートマトなどでも
ヴァインチェリートマトと呼ばれることもある。

ラウンドトマト
日本のいわゆる大玉トマトと呼ばれる比較的大きなサイズの丸い形をした
トマト。調理用やサンドイッチ用として主に利用され、小売店ではバラ販
売が一般的。オランダではラウンドトマトの代表としてビーフステーキト
マトという品種が流通している。

チェリートマト 日本のいわゆるミニトマトと呼ばれる一口タイプの小さなトマト。糖度の
高いチェリートマトはおやつ用トマトとして販売されている。

資料：聞き取りにより農畜産業振興機構作成

図２　�オランダの生鮮トマトの�
生産量と単収の推移

資料：オランダ中央統計局（CBS）
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図３　オランダのトマトの作付面積の推移

資料：オランダ中央統計局（CBS）
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南ホラント州

58％

北ブラバント州

17％

ゼーラント州

6％

リンブルフ州

6％
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6％

フリースラント州

4％

その他

3％

2018年

1787ヘクタール

図５　�オランダのトマトの州別作付面積の
シェア

資料：オランダ中央統計局（CBS）

表３　トマトの生産者戸数と１戸当たりの作付面積の推移
2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

生産者数（戸） 343 349 331 326 310 298 274 260 249

1戸当たりの
作付面積
(ヘクタール）

4.9 4.9 5.1 5.4 5.7 5.9 6.2 6.7 7.2

資料：オランダ中央統計局（CBS）

図４　オランダのトマトの主要な生産州

資料：オランダ中央統計局（CBS）より農畜産業振興機構作成

合によって出荷されているという。しかし、
トマト生産は、小規模家族経営から始まり、
現在では複数の生産者と契約し自社ブラン
ドのトマトを生産している大手企業も存在
している。
（２）生産コスト
ワ ー ヘ ニ ン ゲ ン 大 学 に よ る と、
２０１２～１４年の生鮮トマトの平均生産
コストは１キログラム当たり０. ６９～
０.７５ユーロ（９３～１０１円）である（表
４）。主な費用は施設・機械設備を含む管
理費、燃料費、人件費などである。人口の
少ないオランダでは、農場での労働力は、
東ヨーロッパなどからの季節労働者に頼っ

ており、トマト生産においても、主にポー
ランドから季節労働者を雇用してきたが、
同国の経済発展もあり働き手を見つけるこ
とが難しくなっている。また、施設園芸栽
培のため、燃料費のコストが高くなってい
るものの、施設内で発電している生産者も
多いことから、売電により実際の燃料費は
比較的低く抑えられている。
（３）栽培方法、栽培品種、病害虫など
ア　栽培方法および生育期間
オランダでは、フェンロー型と呼ばれる
ガラス温室でロックウール（固形培地耕）
を使用した養液栽培が一般的である。近年
は、軒高の高い温室が増えてきており、当
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初は３. ２メートル程度の高さだったが、
現在では４～６メートルの高さの温室もあ
る。温室内の気温、湿度および二酸化炭素
などの調節はコンピュータで管理されてお
り、トマトの成長に最適な環境を整えるこ
とによって高収量生産を達成している。
トマトの種類別作型は図６の通りであ
る。定植は１２月～翌１月にかけて行われ、
収穫は３～１１月が通常であるが、近年は
日照時間が少ない冬の時期でも補光を利用
し周年で収穫を行う生産者もいる。
定植する苗は専門業者から購入してお
り、植付け株数は１平方メートル当たり
２. ５株程度である。現地のトマトのデモ
栽培や栽培トレーニングを実施している企
業によると、ラウンドトマトは１平方メー
トルにつき２. ５株、チェリートマトは同
３. ７５株を植付けている。また、受光性
の良さや密植および収穫のしやすさを理由
に、ハイワイヤーシステムが導入されてお
り、トマトの茎はワイヤーによって誘引さ

れ、天井に向かって高く成長する。受粉に
はマルハナバチが用いられ、受粉後約８週
間程度で実をつける。葉かきは、葉の成長
度合いなどに合わせて定期的に行われる。
灌
かんがい

漑は、コンピュータ制御によって自動化
されており、栽培ベッドの裏側に取り付け
られているパイプから灌水チューブによっ
て苗毎に水および養液が届くようになって
いる。
なお、オランダの生産者は農業コンサル
タントによるサービスを利用し栽培につい
てアドバイスを受けることが珍しくない。
栽培品種の選択や、施設内の環境制御シス
テムに関するアドバイス、栽培指導、ＧＡ
Ｐ認証などについて専門の農業コンサルタ
ントを雇用し、ともに定期的に話し合いや
生育チェックなどを行う。
イ　栽培品種
オランダで栽培されているトマトの種類
は、前述のとおり、ヴァイントマト、チェ
リートマト、ラウンドトマトが主流である。

表４　トマトの生産コスト
生産コスト

管理費、減価償却、利子など 20.00ユーロ/㎡
燃料費 18.15ユーロ/㎡
人件費 14.20ユーロ/㎡
苗代 3.00ユーロ/㎡
肥料など 1.55ユーロ/㎡
販売費 1.05ユーロ/㎡
その他 5.55ユーロ/㎡
合計（A） 63.55ユーロ/㎡

生産以外の収入
売電代 10.40ユーロ/㎡
その他収入 8.15ユーロ/㎡
合計（B） 18.55ユーロ/㎡

トマト生産コスト（A-B） 45.00ユーロ/㎡
単収（C） 60〜65kg/㎡

1kg当たりの生産コスト（（A-B）÷C） 0.69〜0.75ユーロ/kg
資料：ワーヘニンゲン大学
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播種・定植・生育期間

収穫期間（ラウンドトマト）

収穫期間（ヴァイントマト）

収穫期間（チェリートマト）

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月

図６　トマトの種類別作型

資料：聞き取りにより農畜産業振興機構作成
　注：濃いオレンジ色は収穫期間のピークを示している。

また、各種類において、大手生産者、組合、
企業が自社ブランドの品種を生産している
ため、多様な品種が栽培されている。かつ
て生鮮トマトは、大量生産を目的に高収量
品種の開発と栽培に注力されてきたが、食
味が良くなくヨーロッパでは水爆弾とも呼
ばれていた。しかし、生産企業などが単収
向上だけではなく、農薬使用量の低減や甘
みのあるトマト生産を目的に研究開発を続
けた結果、現在では高収量で病害虫に強く、
糖度の高い品種が多く存在している。

なお、大手生産企業のProminent社お
よびRedStar社の自社品種は表５および
表６の通りであり、RedStar社のRedStar 
Vanityは日本のコンビニエンスストアな

どでも販売されている。
ウ　病害虫対策

オランダのトマト生産において問題とな
る病害虫は、主に灰色かび病とコナジラミ
類である。ワーヘニンゲン大学によると、
冬の時期に施設内の気温や二酸化炭素濃度
を一定に保つため、窓を開けて外気を取り
込むなどの換気が定期的に行なわれず、施
設内の湿度が上昇し灰色かび病の発生を招
いてしまうことが多いという。同病への対
策は、施設内の湿度管理や、摘葉、落葉の
除去および発病した部分の除去、殺菌剤の
散布などが行われる。また、コナジラミ類
の対策は、粘着シートの設置が一般的であ
るが、天敵であるカメムシの一種が生物農

表５　Prominent社の品種
品種名 種類 平均重量 糖度（Brix値） 特徴

PROMINENT 大玉ヴァイント
マト 155g 3.5 フレッシュでマイルドな味わい、引き締まった果肉

SALATO カクテルヴァイ
ントマト 39g 6.0 香りがよくフレッシュな味わい、しっかりとした果皮

CLASSICO 中玉ヴァイント
マト 120g 4.5 トマト本来のフルーティーでジューシーな味わい

JAXX チェリープラム
ヴァイントマト 20g 8.5 甘みがあり、肉厚な食感

ROTERNO 小玉ヴァイント
マト 90g 5.0 トマト本来のフレッシュでジューシーな味わい

ROMA プラムヴァイン
トマト 120g 4.0 トマト本来のフレッシュで、フルーティー、ジューシーな味わい

BLISS ミニプラムヴァ
イントマト 14g 8.5 香りがよくフレッシュな味わい、引き締まった果肉

THE CHEF 濃厚プラムトマ
ト 95g 4.5 果汁は少なめだが、フレッシュでジューシーな味わい

KISS ミニチェリー
ヴァイントマト 12g 9.5 甘みがあり、しっかりとした果肉

資料：Prominent社のウェブサイトを基に農畜産業振興機構作成
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表６　RedStar社の品種
品種名 種類 平均重量 糖度（Brix値） 特徴

RedStar Red 
Desire

ミニプラムヴァ
イントマト 11-12g 10以上 深い紅色をしており、濃厚な甘みと

味わい
RedStar Romatic ヴァイントマト 15-25g 8.5以上 生食用、引き締まった果肉、甘みと

酸味がありフレッシュな味わい
RedStar Magical 中大玉ヴァイントマト 110-140g 5以上 スープやソースなどの調理用、サン

ドイッチの具としても適している
RedStar Vanity ミニスナックト

マト 6-12g 9以上 小腹が空いた際などのスナック用、
甘みがありしっかりとした果肉

RedStar Sublime ヴァイントマト 30-40g 6以上
パスタ料理やドライ、オーブン調理
向け、フルーティな甘みがあるが、
かすかにスパイシーな味わいも楽し
めるアクセントのあるトマト

資料：RedStar社のウェブサイトを基に農畜産業振興機構作成

薬として使用されることもある。
（４）収穫方法
生鮮トマトの流通ルートは図7の通りで
ある。
収穫は手作業によって行われ、収穫され
たトマトはけん引車や自動走行機（工場や
大型倉庫などで使用されるような無人の搬
送機）によって、生産農場から選果施設ま
で運搬される。
包装は生産農場併設の包装施設で行わ
れ、集荷されたトマトは選別や品質検査を
経て梱包・出荷される。大規模施設を所有
する生産者は生産農場に包装施設を併設し
ている場合があるが、生産者によっては所

属組合が出資している包装施設を利用する
こともある。大手生産者組合は、包装業者
や物流業者に出資または子会社化している
場合もある。

オランダでは１９９０年代から施設内の環境を複合的にコントロールするシステムの導

入が広まった。トマトの生育環境を人工的にコンピュータでコントロールすることによ

り、収穫量の増加および周年生産を達成している。人工的な環境制御は、生産性の向上

のみならず、投入資源の利用率の効率化やコスト削減の点でも重要な役割を果たしてお

り、農業用水の使用率や廃液の再利用においてもコンピュータによる管理が進んでいる。

現在のトマト栽培では、循環型養液栽培が普及しているため廃液は回収され、雨水とと

【コラム】　施設栽培における気候変動への取り組み

図７　生鮮トマトの流通ルート
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資料：聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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もに殺菌後、再利用される（コラム−図1）。オランダの施設園芸向け環境制御システム

を製造するメーカーなどによれば、廃液を再利用することにより、農業用水の安定供給

や肥料コストの低減につながるという。廃液と雨水の混合および肥料成分の濃度などは

数値化されコンピュータによる環境制御システムの一つとして取り込まれている。

コラム−図１　施設栽培における農業用水・養液の循環システム

資料：ＧＲＯＤＡＮ＆Ｐｒｉｖａ

ワーヘニンゲン大学は施設栽培における廃液の排水量を更に減らす取り組みを行って
おり、生産者向けに２０１６年より施設内の廃液排水量を分析するオンラインサービスを
提供している（コラム−図2）。同サービスに登録すると、生産者は施設内の農業用水や

肥料の使用量、排水タンク、フィルター設備、天気、雨量などに関するデータを入力す
ることが出来る。入力したデータは自動的にコンピュータによって計算され、週毎の廃
液の排水量や排水理由などについて分析データを得ることが出来る。同サービスを利用
することにより、生産者は自社の施設や環境にあわせてより効率的に農業用水を使用す
ることができ、将来的な排水規制に備えられるとしている。オランダでは２０１８年より
施設園芸栽培から排出される廃水の規制が厳しくなり、廃水に含まれる農薬の９５％が
除去されなければ排出できない。

コラム−図２　ワーヘニンゲン大学が開発した廃液排水量のオンライン分析サービス

資料：ワーヘニンゲン大学
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また、気候変動への対策や産業の持続可能性に関心が高いオランダでは、農業が生み
出す環境負荷の低減も追及されている。施設栽培においては、栽培工程で排出される二
酸化炭素が温室効果ガスを生み出すとの非難もあり、施設内における二酸化炭素の最大
利用、排出量の削減および持続可能エネルギーを使用した発電などが行われている。
通常、施設内には発電機が設置され、天然ガスを利用し施設内の照明や冷暖房などに

必要な電気を賄っている。余剰分は売電され、発電によって排出された二酸化炭素はト

マトの成長を促進するため施設内で利用される。ワーヘニンゲン大学は、２０１０～１５年

における施設園芸栽培の二酸化炭素排出量は８. １メガトン（注）から５. ７メガトンと３

割減少したと発表している。同期間で天然ガスに代わり持続可能エネルギーを使用した

発電が増え、その中でも地熱発電の利用が４８％増加している。大手生産企業の生産者

の中には、地熱で暖められた地下水を利用し施設内の暖房を行っているところもある。

その他の持続可能性エネルギーには、太陽光やバイオ燃料の利用などがある。

注：1メガトンは１００万トン。

（５）契約方法
オランダでは、生産者組合に所属する生
産者が大半を占めるため、生産者組合と実
需者で契約締結することが一般的であり、
量販店などの大手実需者とは生産者組合が
直接契約によってトマトを出荷していると
思われる。かつて、卸売市場は青果物の売
買において重要な役割を果たしていたが、
量販店の台頭と他国産との競争もあり、同
国の小規模生産者は生産者組合の設立と統
合を繰り返しながら、大手実需者の需要に
対応できるよう変化してきた。なお、米国
農務省によると、同国の食品小売産業は、
大企業による占有率が高く、市場の約７割
は大手４社によって独占されているとのこ
とである。出荷販売契約は、週単位、月単
位、年単位とあるが、大手トマト生産者組
合や企業と大手量販店間では、安定供給を

目的に年単位で契約を結んでいると考えら
れる。
（６）生産者価格
トマトの２０１０～１９年の平均月別生
産者価格は、生産量が減少する１２月～翌
２月にかけて高値で推移し、収穫が本格的
に始まる３～８月は逆に価格が低くなる傾
向がある（図８）。なお、種類別に見ると、
チェリートマトは、ラウンドトマトやヴァ
イントマトに比べて価格は高く推移してい
る。
種類別の生産者価格の推移をみると、

２０１６年の冬から２０１７年の春にかけ
ては、悪天候の影響により南欧のトマト生
産が不振であったことが影響し、生産者価
格が上昇したと考えられる（図9）。
（７）今後の生産見通し
オランダのトマト生産量は緩やかながら
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も増加傾向で推移しており、２０１7年以
降は９０万トンを超えて推移している。
ヨーロッパでは健康志向の消費者の増加か
ら、健康に配慮した食品への需要が高まっ
ている。そのため、現代の消費者のライフ
スタイルに合ったヘタなしミニトマトに代
表される利便性の良い商品が売り上げを伸
ばしている。また、消費者はさまざまな種
類の商品を好む傾向があることから、今後
も生産者は多様な品種のトマトを栽培し高
付加価値化を進めていくと考えられる。業
界内では、より大規模な作付け、ＩＣＴ（情
報通信技術）、最新技術を利用した施設、
機器およびシステムへの投資や持続可能な
農業への転換が進む見込みであり、こうし

図８　月別生産者価格（2010～19年平均）

資料：EuroStat

図９　種類別トマトの生産者価格の推移

資料：EuroStat
　注：公表されてない期間もある。

た膨大な設備投資や国際競争におけるポジ
ションの強化のため今後も生産者間や企業
間で統合が進んでいくと考えられる。

３　消費動向

（１）国内消費
オランダは、自国で生産される農産物の

多くを近隣諸国の大消費地に輸出してお
り、トマトも例外ではない。国内で生産さ
れるトマトは主にドイツと英国に輸出され
るため、国内外の消費者の嗜好に合わせた
トマトを生産・出荷している。ドイツの農
業調査会社によると、オランダの１世帯当
たりの生鮮トマト消費量は２０１３年以降
約８キログラムと安定しており、ドイツに
おいては１１～１２キログラム、英国にお
いては約１０キログラムで推移している
（図１0）。また、１世帯当たりの生鮮トマ
トの購入額は、オランダで約２２ユーロ
（２９７０円）～２８ユーロ（３７８０円）、
ドイツで約３３ユーロ（４４５５円）～
３６ユーロ（４８６０円）と増加している
一方で、英国は横ばいで推移しており、
３３ユーロ（４４５５円）程度である（図
１１）。このことから、オランダおよびド
イツの消費者は、トマトの購入量に変化は
ないものの、比較的価格の高い生鮮トマト
を購入する傾向があることが伺える。
オランダを始めとするヨーロッパにおけ

る消費者のトマトの嗜好は共通点が多く、
２０１３年にオランダ、フランスおよびイ
タリアで実施された調査によると、消費者
は好みのトマトを選ぶ際、甘味、酸味、味
の濃さおよび食感の四つの要素を重視して
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いる。その一方で、甘みと酸味のバランス
や食感などは消費者によって好みが分かれ
るため、さまざまな味や固さの品種を提供
することが重要だとしている。また、健康
意識の高まりや利便性を求める消費者が増
えていることから、ヘタなしミニトマトが
人気を得ている。ヘタなしミニトマトはオ
ランダを始めドイツや英国でも需要が高
まっており、小腹が空いた時のスナックや
子供のランチ用など現代の多忙なライフス
タイルを送る消費者のニーズに合っている
ことが人気の理由の一つである。２０１８
年には、オランダの小売店におけるヘタな
しミニトマトの販売額は生鮮トマトの約
３５％を占めた。ヘタなしミニトマト市

場の拡大により、大手生産企業のPromi-
nent社は２０１８年よりヘタなしミニト
マトの生産を開始している。
（２）販売形態
オランダの量販店で販売されているトマ

トは、一般的にプラスチック容器入りのも
のが多いが、大玉のラウンドトマトはパッ
ク詰めされずに量り売りされている場合も
ある。チェリートマトやヘタなしミニトマ
トは、消費者の利便性を考慮し蓋の付いた
カップ型または小型のバケツタイプでも販
売されている。ヴァイントマトは、プラス
チック容器または厚紙タイプの容器に詰め
られプラスチックフィルムで梱包されてい
るタイプも見かけられる。販売容量は約
２００グラムから大きいもので１キログラ
ム入りのものまで販売されている。近年で
は、プラスチック廃棄による環境汚染が懸
念されていることから、生産組合や企業の
中にはネット袋や紙パックの容器を使用し
環境に対する配慮をアピールするところも
ある。

４　輸出入動向

（１）輸出動向
ヨーロッパには世界有数のトマト生産国

が存在し、イタリアやスペインなどのトマ
ト生産量（加工用を含む）はオランダの５～
６倍に上る。生産大国が同じヨーロッパ圏
内に存在する中で、オランダは生鮮トマト
の生産に特化し自国のトマト生産に付加価
値をつけることで市場を確立している。前
述の通り、同国は、国内の供給が需要を上
回るため、生産された生鮮トマトの約６～
７割はドイツや英国などの隣国に輸出され

図１１　１世帯あたりの年間購入額の推移

資料：AMI
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ている。２０１０～１８年における生鮮ト
マトの輸出量は２０１１年以降、１００万
トンを超えて推移している（図１２）。同
期 間 の 輸 出 額 は 約 １ ７ 億 米 ド ル

（ １ ８ ８ ７ 億 円 ）～ ２ ０ 億 米 ド ル
（２２２０億円）の間で推移している。なお、
輸出量が生産量よりも多い背景には、自国
の生産が落ち込む冬の時期にスペインやモ
ロッコなどから生鮮トマトを輸入し、ヨー
ロッパ域内に再輸出しているためである。

輸出先別でみると、輸出量の大半はドイ
ツ（４０％）と英国（１８％）向けとなっ
ている。その他の輸出先はスウェーデンや
イタリア、ポーランド、フランスなどヨー
ロッパ域内への輸出が大半を占める。
（２）輸入動向
２０１０～１８年において、オランダの
生鮮トマトの輸入量は１８万トン～２５万
トン、輸入額は約３億米ドル（３３３億
円）～４億米ドル（４４４億円）である（図
１３）。２０１１～１３年の間は、輸入量
が２５万トンまで増加したものの、その後
は約２３万トン台で推移している。主要輸
入先はスペインであり、同国は２０１８年
の全体輸入量の約４割を占めた。また、
２０１３年以降は、モロッコからの輸入が
伸びており、２０１０年に２％であった
同国からの輸入量は、２０１８年には全体
の１２％を占めている。なお、スペイン
産とモロッコ産の生鮮トマトは栽培時期が
異なり、冬に出荷されるため、オランダ産
トマトと競合せず住み分けができていると
いう。
（３）輸出企業リスト

オランダのトマト生産者組合では、販売、
物流およびマーケティングなどは組合傘下

の事業団体毎に行われている。例えば、生
鮮トマトの大手ブランドであるPromi-
nentは、Door Cooperativeのブランド
であり、組合生産者によって栽培された
Prominentブランドのトマトの販売およ
びマーケティングはDOOR Partners社が
行っている。現地の主な大手生産者組合お
よび企業は表７の通りである。
（４）�生産者・生産者組合および輸出業者

協会などの情報と役割
オランダにはトマト生産者協会はない

が、農業、畜産、施設園芸生産者を代表す
るLand-enTuibouwOrganisatie（LTO）
や、大手生産者組合によって立ち上げられ

図１２　�オランダの生鮮トマトの輸出先別
輸出量および輸出額の推移

資料：International ComTrade
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図１３　�オランダの生鮮トマトの輸入先別
輸入量および輸入額の推移

資料：International ComTrade
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表７　主な輸出企業リスト
企業名 概要

Door 
Cooperative

施設園芸野菜の生産者組合。トマトの他に、パプリカ、きゅうり、なすを生産している。
40の組合メンバーが所属し、合計で570ヘクタールで栽培を行っている。そのうち
の29のメンバーがトマトを生産しており、パッキングや物流において提携している。
持続可能なエネルギーを利用した生産工程にも力を入れており、地熱発電を利用した
施設での栽培を拡大させている。同組合のトマトはProminentブランドとして販売さ
れている。

Harvest 
House

オランダ最大の作付面積を誇る施設園芸野菜の生産者組合。61の組合メンバーが所
属し、計1031ヘクタールで栽培を行っている。そのうち、トマト生産者は11戸、
530ヘクタールで22種類のトマトを生産している。組合ではきゅうり、トマト、パ
プリカを生産しており、自社のパッキング施設および物流事業もある。主な輸出先は
ドイツおよび英国。

Red Star
家族経営からスタートしたトマト専門の生産企業。ヘタつきヴァイントマトを中心に
栽培しており、英国でも栽培を行っている。同社のヘタなしミニトマトであるVanity
は日本にも輸出されている。主な輸出先はドイツ、英国、スウェーデン。

Cofta

オランダの大手青果生産者組合。施設園芸栽培の他、露地栽培によるキャベツやにん
じん、ばれいしょ、西洋梨やりんごの栽培もある。1990年代後半に九つの卸売市場
の統合によって設立されたが、現在ではオランダ国内外から500以上の生産者が組合
メンバーとして所属している。 同組合メンバーによって生産された青果物は、組合
下の事業団体であるThe Greenery社によって販売されている。子会社には、青果物
を専門とした輸入業者（Hague International）、航空物流業者（Blue Skye Car-
go）およびオーガニックの青果物販売に特化したNaturelle社などがある。主にヨー
ロッパ域内に輸出している。

Royal Zon
オランダの大手青果生産者組合。1915年に設立され、青果物の卸売市場としての機
能も果たしてきた。現在でもセリ取引による青果物の販売を行っている。スペインの
青果生産者組合とも提携しており、オランダ国内の生産量が減少する冬の時期はスペ
イン産を輸入し販売している。175の組合メンバーを有している。

Greenco
大手ヘタなしミニトマト、きゅうりおよびパプリカの生産企業。ヘタなしミニトマト
においてはTommiesブランドを主力に展開している。オランダおよびスペインで栽
培を行なっており、栽培面積はオランダでは44ヘクタール、スペインでは33ヘクター
ルである。

LOOYE 
KWEKERS

1946年に設立。ヴァイントマトおよびチェリートマトに特化した生産企業。Hon-
eyTomato、JOYNおよびMOYOを中心に販売している。MOYOトマトは2019年
に発売された同社の新商品であり、子供をターゲットにしたチェリートマトである。
主な輸出先はドイツ。

資料：聞き取りにより農畜産業振興機構作成

たFederatie Vruchtgroente Organisa-
ties（FVO）やTomatoworldが存在する。
LTOの施設園芸を代表する組織はGlastu-
inbow Nederlandであり、同組織のメン
バー全体でオランダの施設園芸面積の７割
を占める。施設園芸に関するロビー活動や、
栽培技術におけるイノベーションの促進と
普及、業界関係者間の知識共有の場などを
提供する役割を担っている。また、FVOは、
五つの大手生産者組合によって２０１５年

に設立された団体であり、共同でGLAS
４. ０というプロジェクトを実施している。
同プロジェクトは、最新テクノロジーを施
設園芸栽培に導入する取り組みであり、Ｉ
ＣＴ開発企業などと提携し、単収の予測や、
気候、収穫などに関する技術の試験導入を
行い施設栽培における更なるハイテク化を
目指している。TomatoworldはGreenco
およびThe Greeneryが主導となり設立
されたトマトの情報・教育センターであ
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る。同センターは、南ホラント州にあり、
１５００平方メートルの敷地でオランダの
最新施設園芸技術を利用し８０品種のトマ
トの栽培を行っている（写真１～３）。将
来的な世界の食糧問題の解決策としてオラ
ンダの最先端のトマト生産技術を紹介する
施設内ツアーを実施し、気候変動に適応で
きる品種の開発や高収量栽培技術、水資
源・エネルギーの効率化などについて学ぶ
ことができ、同センターには、世界各国か
ら生産者や政府関係者、民間企業が訪れて
いる。
（５）�政府、関係団体による政策的支援、

輸出戦略など
２０１１年、オランダ政府はグローバル

社会における国内産業の更なる強化を目指
し、トップセクターとして九つの分野を特
定し研究開発によるイノベーションの創出
を支援すると発表した。特定された九つの
分野は、農業、食品、水資源、ライフサイ
エンス・ヘルス、化学、ハイテク、エネル
ギー、物流、クリエイティブ産業であり、
施設園芸も農業分野のトップセクターの一
つとなっている。トップセクターの選出に
合わせて、産学官でTKI (Top Sector Al-
liance for Knowledge and Innovation) 
が立ち上げられ、トップセクターにおける
イノベーションの促進と最新技術の普及を
推進している。なお、オランダ政府は表８
の事業などを実施しトップセクターを支援
している。
（６）今後の輸出量の見通し
オランダ国内の生産量は緩やかに増加し
ているが、１世帯当たりの消費量は増えて
いないため、今後もドイツや英国を中心と
した輸出が伸びると考えられる。しかし、

写真１　�Tomatoworld施設内で栽培され
ているトマトの様子（団体ツアー
客が視察を行なっている）

写真２　Tomatoworld施設内の様子

写真３　�Tomatoworldで栽培されている
トマト（同施設では80品種が栽
培されている）

資料：Tomatoworld
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英ＥＵの通商・協力については、２０２０
年１２月末の合意において、原産地規則を
満たすことを要件に全品目で関税を課さ
ず、関税割当も設けないこととなったもの
の、新たな輸入検査などが導入されること
となっている。英国はトマトを含めたオラ
ンダ産農産物の主要輸出先であり、生鮮ト
マトにおいては輸出量シェアの１８％を
占めるため、オランダのトマト生産者の間
では非関税障壁による輸出の停滞・減少が
懸念されている。
その一方、ワーヘニンゲン大学によると、
英国のEU離脱がオランダ産生鮮トマトの
輸出に与える影響は限定的だとしている。
同大学が行った調査では、英ＥＵ間で合意
通りにＦＴＡが発効した場合は農産物の輸
出への影響はほとんどないとしているもの
の、英国国内の生産増加や米国などとの貿
易協定の締結を考慮していないため、長期
的な輸出への影響は不透明だと思われる。

５　対日輸出動向

（１）日本向けトマト輸出
オランダ産トマトの日本向け輸出は、生

鮮トマトのみとなり、加工トマトは輸出さ
れていない。オランダ産生鮮トマトは
２０１２年から輸出が開始され、同年は約
１４５トンが輸出された（図１４）。
２０１２年以降、オランダ産生鮮トマトの
シェア（重量ベース）は全体の２％から
７％まで伸びており、２０１９年には最
も多い６７３トンに達した。しかし、輸入
業者によると、７００トンは他の青果物の
輸入量と比較しても微量であり、オランダ
産トマトの需要が伸びているというより
は、スポット買いによる輸入であると話し
ている。また、２０１５年に輸入量が減少
した背景には、２０１５年に害虫であるト
マトキバガに対する輸入検疫措置が見直さ
れたことに加え、オランダでトマトキバガ
の発生が確認されたことなどが考えられる。

表８　主な支援事業
事業名 概要

ナショナルアイコン大会
（National Icon

Competition）

2年に１度開催される。社会問題の解決策となるイノベーションプロジェク
トや製品を実施または開発する企業が選ばれ、オランダ政府によりナショナ
ルアイコン賞が授与される。

イノベーションエキスポ
（Innovation Expo）

エネルギー、水、モビリティ、都市環境、ヘルス、食品およびテクノロジー
の分野において社会問題や環境問題、産業課題などの対策と解決に取り組む
企業が集まり、自社開発の製品やシステムを展示する。オランダ経済・気候
政策省、内務・王国関係省、農業・自然・食品安全省などが提携し主催。

オランダ　エンタープラ
イズ　エージェンシー

（Netherlands Enter-
prise Agency, RVO）

経済・気候政策省の傘下機関。民間企業、研究機関および教育機関などに対
し投資支援、ネットワーク構築、法規制やコンプライアンスに関するサービ
スを行っている。オランダの行政機関やEUが助成金を出資する公募事業な
どの紹介および募集は同機関を通じ実施されている。

Smart Industry

経済・気候政策省を筆頭に、オランダの国内産業においてロボットや3Dプ
リンティング、ナノテクノロジーなどの最新技術の導入を促進する取り組み。
製造業者などは自社工場にどのような最新機器やICTが導入できるかアドバ
イスをもらうことができる。また、同取り組みは、I T企業やロボティックス
企業と製造業者を繋ぎ、生産性向上のための技術研究・開発の提携も促進し
ている。参加企業はSmart Industryを通じて助成金を活用することができる。

資料：聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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日本のオランダ産生鮮トマトの輸入量を
月別で比較すると、輸入量は７月から増加
し９～１０月にピークとなる傾向がある
（図１５）。輸入業者によると、９～１０月
は国内のトマト生産の端境期にあたり国産
トマトの価格が比較的高くなるため、輸入
単価の高いオランダ産を仕入れても販売で
きるとしている。
（２）輸出の流れ
オランダで収穫されたトマトは、梱包、
配送、空輸による輸出を経て４日後には日
本の通関手続きを完了することが出来、早
い場合は収穫から５～６日後には、日本国
内の小売店の店頭に並んでいる。しかし、
トマトは保存期間が葉野菜などと比較して
長いため、冬期であれば出荷から２~３
週間後に店頭販売されるケースもある。輸
入業者によると、仲介業者を挟まず直接量
販店に卸している場合や仲卸を通して小売
店に販売する場合があるという。
（３）主な輸出企業
日本に輸出しているオランダの大手企業
は前述したRedStar社やGreenco生産組
合などが挙げられる。RedStar社は、ヴァ
イントマトとヘタなしミニトマトを中心に
生産しており、国内販売と日本向けのほか、
ドイツとスウェーデンにも輸出している。
Greenco生産者組合はスナック野菜を中
心に生産しており、主要ブランドはヘタな
しミニトマトのTommiesである。
（４）日本国内での利用形態
オランダ産トマトは、ヘタなしミニトマ
トの他にも中玉タイプも日本国内で流通し
ている。ヘタなしミニトマトはコンビニエ
ンスストアでも販売されており、プラス
チックカップに半円形型の蓋をかぶせて、

図１４　�オランダ産トマトの輸入量および
輸入額推移

資料：財務省貿易統計

図１５　オランダ産生鮮トマトの月別輸入量

資料：財務省貿易統計

持ち運びやすい形態になっている。ヘタな
しミニトマトは、１口サイズ、ヘタなしな
どその利便性の良さが消費者に選ばれる理
由となっている（写真４）。
日本産トマトは、甘みのあるトマトの需

要が高まったことから品種改良が進み、現
在では、フルーツトマトに代表される高糖
度、濃厚な味わいのトマトが多く流通して
いる。また、近年は国産トマトが海外産と
も競合できる価格で出荷されているため、
日本国内の量販店は海外産よりも国産トマ
トを販売する傾向が強い。一方、韓国産や
ニュージーランド産などの輸入トマトは主
に外食産業向けや、コンビニエンスストア
のサンドイッチ、サラダパックに使用され
ている。また、オランダ産のヘタなしミニ
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トマトにおいては、コンビニエンスストア
で、１カップ８～１０玉程度が入っている
容器で販売されている（写真５）。
（５）今後の対日輸出の見通し
現在、国内には高品質で海外産生鮮トマ
トとも競合できる価格の国産トマトが多く
流通しているため、海外産の需要は外食産
業向けなどに限られている。オランダ産生
鮮トマトは輸入価格も高く、国産の生産が
少なくなりトマトの価格が上昇する端境期
に輸入されているため、オランダ産への需
要は限定的だと言える。また、オランダの
生産企業も輸出量の１％以下である日本
市場に対する興味は低く、今後の輸出が大

きく伸びることは予測されにくい。しかし、
天候の影響などにより国産トマトの生産量
が減少し、輸入品への需要が増加した場合
には、オランダからの輸入量も増える可能
性があると考えられる。

６　おわりに

オランダ産生鮮トマトの生産は優良品種
の育種や多収技術の普及、コンピュータに
よる統合環境制御に代表されるスマート農
業の拡充もあり増加傾向となっている。輸
出においては、英国のＥＵ離脱による影響
が懸念材料ではあるが、短期的な影響は限
定的だといえる。業界内では、ＩＣＴやロ
ボット技術の活用、オートメーション化が
促進されると考えられ、栽培においても代
替エネルギーの利用や水資源利用の効率化
が進みより持続可能な農業へ転換していく
見込みである。
日本国内では国産トマトへの需要が高

く、オランダ産トマトの需要は高くないこ
とから、オランダ産トマトは今後もスポッ
ト買いによる輸入が続くと考えられる。

写真４　日本国内での陳列風景
写真提供：UNION社

写真５　�日本で販売されているRedStar社の
ヘタなしミニトマト（Vanity）


